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１ はじめに 

神奈川県環境科学センター（以下，「当センター」

という）においては，平成 29 年度（2017 年度）

より，近年新たな環境問題として世界的に注目さ

れているマイクロプラスチック（MP）の問題 1-7）

について取り組んでおり，道路路肩の堆積 MP の

状況調査 8），化学物質の吸着状況調査 9-10），また

河岸や中洲に堆積する MP の実態調査 11）などに

ついて調査研究を行ってきたところであるが，中

でも海岸漂着 MP の調査については，相模湾全域

における調査を様々な観点から数多く実施して

きた経緯がある 12-14）。 

相模湾における MP 調査が多岐にわたる理由と

しては，①神奈川県にとって相模湾の保全は，自

然環境・海洋生態系保全及び海面漁業資源保護の

観点から非常に重要であること，②相模湾の保全

対策は，これまで水質及び海岸ごみ（粗大物）を

対象に実施してきたが，今後海洋プラスチック汚

染対策についてどう対応すべきか検討する情報

が圧倒的に不足していること，③国も各種 MP 調

査を実施しているが，相模湾は現段階で調査対象

として選定されていないため，ローカルな相模湾

の保全及びその前段にあたる研究は，地元である

神奈川県が主体的に行うべきであること，④MP

の発生源対策に結びつく情報が必要であること，

といった理由が挙げられる。こうした理由に基づ

き実施した調査結果として，相模湾の漂着 MP に

は海岸別の漂着特性があること 15），近傍河川から

の影響を大きく受ける可能性があること 15)，また

特徴的な漂着MP の発生源や漂着実態等 15)につい

て既に報告してきたところである。 

こうした海岸漂着 MP 調査を実施してきた地点

のうち，平塚市に所在する平塚海岸は，当センタ

ーから距離が近く，調査実施が容易であることか

ら，2017 年度より継続して MP 調査を実施してい

る唯一の調査地点である。当該継続調査は，現時

点ではまだ報告が少ない同一地点の MP 漂着量の

経年変化やプラスチック組成比の変化などの実

態を明らかにすることを目的として，2024 年度ま

での計 8 年間に亘って実施しており，今後も継続

して調査を行う予定としている。 

ここでは，2024 年度の継続調査を終えた時点で

の各種データを整理し，当該継続調査を通じて明

らかになった，平塚海岸に漂着する MP の漂着特

性について，既報も交えた報告を行う。 

 

２ 調査方法 

２．１ 調査地点 

 調査を実施した平塚海岸を図 1 及び図 2 に示す。

平塚海岸は，神奈川県の南側に弧を描く相模湾海

浜のほぼ中央に位置しており，相模川右岸と金目

川左岸に挟まれた位置に形成された全長約 4 km

の砂浜である。当該海岸の一部は「湘南ひらつか

ビーチパーク」としてビーチバレー大会等にも通
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年利用できるよう整備されており，1991 年に神奈

川県と相模湾沿岸の 13 市町等によって設立した

「公益財団法人 かながわ海岸美化財団」によっ

て年間を通じて清掃が実施されているため，大型

の海岸漂着ごみが海岸に長期間放置されること

はない。 

海岸全体として，潮上帯は存在しない緩やかな

砂浜となっているが，これは昭和 40 年代以降，相

模川からの土砂供給が減少し，海岸浸食が進んだ

ために平成 5 年度から平成 23 年度にかけて整備

された離岸堤 16）の働きによるところが大きく，当

該離岸堤付近の海岸が前述の「湘南ひらつかビー

チパーク」として整備されている。また海岸から

約 100 m 地点には，建屋やボードウォーク等が整

備されており，南風の影響を強く受ける時期には

このボードウォークが海岸の砂で埋まってしま

うため，折を見て砂を海岸まで戻す砂押し工事と

いう大掛かりな土木工事が施工され，砂浜が保存

されている海岸である。 

 
図１ 平塚海岸位置図 

 

図２ 平塚海岸地図及び調査地点 

（出典：国土地理院ウェブサイト） 

 

２．２ 調査実施日 

調査実施日の一覧を表 1 に示す。継続調査日は

いずれの年も5月末～6月上旬に設定しているが，

これは同一地点における代表的な漂着状況のデ

ータには，降水量が増加し始める梅雨入り前の春

期のデータを用いることが適当 15）と考えられる

ためである。また，調査日の選定にあたっては，

降雨がなく，可能な限り大潮の干潮時に調査が可

能である日にちを選定した。 

2017 年及び 2024 年には，平常時との比較検討

を行うため，春期の継続調査とは別に，2017 年に

ついては台風通過後，また 2024 年については爆

弾低気圧通過後の荒天時調査も別途行った。 

 

表１ 調査日及び調査の種類一覧 

年度 調査日 調査種類 特記事項 

2017 

5 月 31 日 継続 ― 

9 月 22 日 荒天時 台風通過 5 日後，

波浪警報が発令 

2018 5 月 25 日 継続 ― 

2019 5 月 24 日 継続 ― 

2020 5 月 28 日 継続 ― 

2021 調査なし 

2022 6 月 7 日 継続 ― 

2023 5 月 24 日 継続 ― 

2024 

3 月 13 日 荒天時 調査前日に波浪

警報及び高潮注

意報が発令 

5 月 23 日 継続 ― 

 

２．３ 試料採取，MP分離方法 

 サンプリング方法は，池貝ほか(2017) 12）の手法

で実施した。この手法は，海岸漂着 MP のサンプ

リング方法として，漂着物の集積度の高い部分を

2 点以上選び，それらを平均することで，調査地

点間で比較可能な最大ベースの MP 漂着量が得

られることを示した手法であり，当センターにお

ける河岸及び中洲調査においてもこの方法を準

用している 11）。ただし，この手法では 0.84 mm メ

ッシュのふるい残留物にのみ，比重分離によって

水面に浮上した細かい MP を分離するとしている

が，0.3mm 程度の微小 MP はふるい通過物にも多

く含まれていたため，2019 年の調査からは採取試

料の全て，すなわちふるい残留物及びふるい通過

物の両試料について，目視での MP 分離後に比重

分離を行い，再度 MP 分離を実施している。 

 また，本手法による MP 分離方法は，分離の判

断が最終的に目視によることになるため，従前の

検討では 1mm 未満の粒径サイズのものは小さす

ぎて回収が難しい 17)ことが分かっている。本調査

では，1mm 未満の微細な MP についての回収率に

平塚海岸 

金目川 

相模川 

平塚海岸 

湘南ひらつか 

ビーチパーク 

調査地点 
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ついての検討を実施していないため，0.1mm～

1mm の大きさの MP については参考として採取，

計測を行っている。 

採取地点を図 2 に示す。いずれの調査日におい

ても，湘南ひらつかビーチパーク近傍の満潮線付

近に，局所的な海浜流の影響を受けないよう 50 m

以上離した 2 か所を設定し，調査を行った。 

 

２．４ 長軸長さの計測及び分類 

長軸長さの計測についても，池貝ほか(2017) 12）

で実施をした。すなわち，2.3 によって取り出した

プラスチック候補粒子について，1 個ずつ実体顕

微鏡（OLYMPUS 製 SZ61）を使用して長軸長さを

計測し，記録を行った。この計測方法は，環境省

が作成した河川・湖沼マイクロプラスチック調査

ガイドライン 18）でも採用されている手法である。 

また，計測を実施したプラスチック候補粒子の

形状については，河川・湖沼マイクロプラスチッ

ク調査ガイドラインが発行される前から実施し

ていた調査でもあるため，独自の分類として①破

片（フラグメント） ②ペレット ③球 ④フィルム 

⑤繊維 ⑥その他 の計 6 種類に分類を行った。な

お，形状分類については全て外見のみで判断して

おり，厚みやアスペクト比などの詳細条件は設定

していない。よって，特に④フィルムについては

「薄くシート状のもの」，⑤繊維については「細長

くひも・棒状であるもの」を選定し，分類を実施

した。 

 

２．５ プラスチックの同定 

プラスチックの同定については，フーリエ変換

赤外分光光度計（FT/IR-4600 TGS 検出器，日本分

光㈱製）の全反射測定法（ATR 法）により赤外吸

収スペクトルを測定して材質を同定した。材質の

分類としては，漂着 MP の主な材質であるポリエ

チレン（PE），ポリプロピレン（PP），ポリスチレ

ン（PS）の 3 材質と，それ以外の「その他」に計

4 種類に区分した。 

 

３ 結果 

３．１ 長軸長さ別の個数密度及び材質組成に

ついて 

 図 3 に，継続調査を実施した年ごとに，長軸長

さ別の個数密度及び材質組成を示す。また，図 3

には荒天時調査の結果も併せて示した。長軸長さ

1mm ごとの区分で全調査期間の漂着 MP の区分

を行った結果，ほぼ全ての調査年度において，特

定の大きさに偏ることなく，全ての区分に同量程

度の MP が漂着する特性が確認された。2017 年及

び 2024 年の荒天時調査については長軸長さが短

いプラスチック片が多く観察されており，2023 年

度の調査については，いわゆるマイクロプラスチ

ックの定義からは外れる，5mm 以上の大きなプラ

スチック片が他年度の調査時の 2～4 倍以上多く

漂着していた。 

河川等を通じ海域へ流出した MP は，サイズが

数 mm 程度までは near-shore trapping19) により海

岸漂着と海域への流出を繰り返し，その過程で紫

外線による光酸化分解や寒暖差により細片化が

進行 20)するが，数 mm 以下に破砕されると near-

shore trapping が効かなくなり，沖合に広がる 19) 

ことがわかっている。これはすなわち，MP は海

岸で細片化したのちには，沖合に流出してゆく挙

動を取ることを意味しているため，最終的に海岸

漂着 MP には長軸長さが短いものはあまり確認さ

れないはずであるが，継続調査を通じ，長軸長さ

が短い MP（< 2 mm）は，全ての期間において長

軸長さが長いものとほぼ同数確認されており，ま

たその材質の多くは発泡 PS が占めるという結果

が得られた。そして，前述のとおり 2017 年及び

2024 年の荒天時調査では長軸長さが 2mm 未満の

短い MP が特異的に増加していたが，やはりその

材質はほぼ発泡 PS のみであった。 

これらの結果から，PE や PP といった主要材質

のプラスチック片であれば，河川等から流出し，

海岸での細片化のち沖合流出という流出過程を

辿る一方で，PS 材質（発泡 PS）の MP について

は，特に海岸と陸の間の輸送過程において，細片

化後に沖合には流出しにくい，もしくは海岸付近

に滞留しやすい等，PE や PP とは異なる挙動を取

る可能性があることが示唆された。また，当セン

ターでは，PS 材質（発泡 PS）の漂着 MP につい

て，従前より河川 MP 調査等の結果と比較検討し

た結果，多くは海域に由来する MP であり，相模

湾内で滞留しているものと推定している 15)。その

ため，荒天時調査において PS 材質（発泡 PS）の

MP が増加した理由としては，相模湾内で滞留し

たものが，気象条件により海岸へ戻り漂着したこ

とが想定される。こうした挙動も PE や PP には確

認されなかったものであるため，前述の海岸付近

における挙動も含め，発泡 PS の MP については，

海岸付近及び特定の気象条件下においては，PE や
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PP 等の MP とは異なった挙動を取る可能性があ

るものと考えられた。 

 

 

 

３．２ 個数密度及び材質割合の経年変化につ

いて 

図 4 に，個数密度及び材質の経年変化，また図

5 に材質割合の経年変化を示す。荒天時の調査に

ついては，継続調査と比較すると，個数密度が約

1.5～6倍以上増加することが確認された。一方で，

同条件の採取・分類の調査にもかかわらず，継続

調査間での個数密度の変動は大きく，何らかの天

候条件が影響していることが想定されたため，調

査日前 2 週間の期間中最大一日降水量，合計降水

量，風速，波高などの気象データを取りまとめ，

検討を行った。気象データの取りまとめ結果を図

6 に示す。結果，平均波高など一部の年度につい

ては影響があると思われたものもあったが，はっ

きりと影響因子として確認された気象データは

なかった。個数密度の増減に関与する気象条件は，

今回検討した気象条件だけではなく，近傍河川の

水位や海域の潮流，また近傍の地形など，複数の

条件が複雑に関与していることが想定される。 

 

 

 

 

 

 

継続調査を通じ，材質組成は前述のとおり PE，

PP，PS が同程度存在するものであったが，荒天時

及び 2019 年や 2022 年といった漂着数が少ない時

期については PS の組成比が高くなる傾向（全体

の約 5 割～6 割）があることが確認された。この

うち，荒天時については，3.1 にも記載したとおり

海域の影響を強く受け，PS 材質（特に発泡 PS）

の MP 数が増加したものと考えられる。同様に，

PS 材質の MP には海域由来のものが多いとの想

定を考慮すると，2019 年や 2022 年のような漂着

数が少ない調査時は，近傍河川由来の MP が少な

い時期であったと推測される。しかし，いずれの

調査年も直前にかなりの降雨を記録しており，河

川の影響が少なかったとは考えにくいものであ

った。平塚海岸では，降雨などにより海岸漂着ご

みが増加した場合，重機による大掛かりな海岸清

掃が実施されることが特徴であるため，個数密度

への影響因子の一つとして，海岸清掃の実施時期

などについても把握しておく必要があると考え

られた。 

図３ 長軸長さ別・材質別の個数密度（2017 年～2024 年継続調査および荒天時調査） 
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  図４ 個数密度及び材質の経年変化 

期間中最大一日降水量と個数密度 

平均風速と個数密度 

平均波高と個数密度 

図５ 材質別割合の経年変化 

合計雨量と個数密度 

   期間中最大風速と個数密度 

期間中最大波高と個数密度 

図６ 調査日２週間前の各種気象データと個数密度との関連性比較検討結果 
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３．３ 形状の特徴及び経年変化について 

 漂着した MP の形状を 6 種類に分類した結果に

ついて，個数密度の経年変化については図 7，全

漂着 MP に対する割合の経年変化については図 8

にそれぞれ示す。「その他」に分類されたものは継

続調査を通じ一つもなかったため，結果として全

ての MP の形状は計 5 種類に分類された。 

 分類した結果，どの調査年度においても「破片」

の割合が圧倒的に多く，全体の約 7 割程度を占め

ていた。2022 年及び 2024 年荒天時調査等につい

ては，PS 球の増加に伴い，「球」と判定された形

状が増加している。ただし，2017 年荒天時及び

2019 年調査などでも PS 球は増加をしているが，

一部の PS 球については球の形状を保っていなか

ったために「球」ではなく「破片」として分類さ

れたため，このような結果となった。こうした分

類の不確かさを少しでも無くすため，今後の継続

調査においては河川・湖沼マイクロプラスチック

調査ガイドラインに則した分類を実施すること

が肝要であると思われる。 

 海岸漂着 MP の形状については，既にフィルム

や繊維の漂着がほとんど確認できないことを報

告 15）していたが，荒天時を含め，継続調査期間に

おいて，この 2 種類の MP は殆ど漂着しない傾向

があることを改めて確認した。この 2 種の MP は，

当センターで実施した河岸堆積物調査 11），河川調

査でも多数確認されているため，陸地で発生した

プラスチック片のうち，フィルム状，繊維状の形

状のものは，河川に流出した後は海岸に漂着する

ことはなく，河川や近海に沈降しているか，また

は海洋へ流出していることなどが想定される。こ

の理由については，プラスチックの材質ではなく

形状が原因であると推察しているが，現段階にお

いてその理由は不明である。 

図７ 個数密度及び形状の経年変化 

 

図８ 形状別割合の経年変化 

 

ただし，本調査においては，河川調査で実施し

ている有機物分解の前処理を実施しておらず，特

に河川調査で多く確認される衣類由来の繊維状

MP については，本調査ではプラスチック候補物

として取り出せていない可能性がある。そのため，

海岸漂着 MP が形状別に異なる挙動を取る可能性

については，更なる追加調査が必要であると考え

られる。 

 

３．４ 「その他」の材質について 

次に，主要な 3 材質以外の主な材質について，

図 9 に個数密度および材質を示した。継続調査を

通じ確認された材質は，エチレン酢酸ビニル共重

合樹脂（EVA）や，ポリウレタン（PU），エチレン

プロピレン共重合体（PE-PP），ポリエチレンテレ

フタレート（PET），ポリ塩化ビニル（PVC）等で

あった。この 5 種類以外のプラスチック，また劣

化が著しい等の理由で正確な材質の判定が難し

い MP については再び「その他」と区分した。 

5 種類の材質のうち，EVA 及び PU は常に漂着

が確認された。EVA が材質の MP は，その形状か

ら人工芝もしくは被覆肥料殻であると特定され

ているものが多く，また同様に PU 材質の MP に

ついては，ほぼ全てが被覆肥料殻と特定されてい

ることも特徴であった。前述のとおり，MP の材

質判定は劣化や破損，また検体が小さすぎる等の

ために困難な場合が多いが，こうした特徴的な形

状の MP は，その材質についてある程度知見があ

るため，PE や PP といった主要材質でなくとも，

比較的容易に材質が判定できたものと考えられ

る。 

特筆すべきは，3.3 の形状と同様に，当センター

で実施した路肩調査 8)及び河岸堆積物調査 11)，ま

た国が実施した河川調査で多くの場合に確認さ
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れた PCV や PET が殆ど確認されなかったことで

ある。この 2 材質は，他の主要プラスチック材質

等とは異なり密度が水より高いため，形状等にも

よるが，水中に入った段階で沈降した可能性があ

ることは既に過去の調査結果 15)において指摘済

であったが，本継続調査を通じ，改めてその傾向

を確認することができた。このことから，形状の

みでなく，一部の密度が高い MP についても，陸

地で発生したプラスチック片が河川を通じ流出

した後，何れかへ沈降または流出し，海岸に漂着

する可能性は低いことが推察された。相模湾の海

底堆積 MP の材質組成は，相模川の水中で確認さ

れたMPの材質組成と似ていたとの報告 21)がある

ため，こうした密度が高い MP は，最終的に海底

へと流出している可能性が伺える。こうした河川

から海岸へと漂着する MP の実態をより詳細に調

べるには，降雨直後の海岸調査及び河口の底質の

調査を行う必要があると考えられる。 

 

図９「その他」材質の個数密度および材質 

 

３．５ 特徴的な形態を有する MPの経年変化に

ついて 

過去のマイクロプラスチック調査結果から，

当センターでは特徴的な形態を有する MP とし

て，①人工芝，②被覆肥料殻，③ペレット，④

極小ポリスチレン球の 4 種類を報告している。

これら 4 種類の特徴的な MP の個数密度の経年

変化については図 10 に，また漂着 MP 数に対す

る割合については図 11 に示した。 

また，MP 種の判別については，①～③は外見

で判定を行い，④極小ポリスチレン球について

は明確な定義はないため，従前の報告に倣い 

1.5mm 以下の長軸長さ，球状の形状，PS 材質の

3 つの条件が揃ったものを極小ポリスチレン球と

定義し，データの取りまとめを行った。 

 

図 10 特徴的な MPの個数密度の経年変化 

図 11 漂着 MP 数に対する特徴的な MPの割合 

 

３．５．１ 人工芝 

人工芝はその形態からの判別が容易な MP の代

表である。なお，人工芝は河岸堆積物調査 11)にお

いて繊維状のものも多く確認されているが，前述

のとおり海岸漂着 MP では殆ど繊維状の形態の

MP は確認されないため，本調査では緑色へら状

形態の人工芝についてのみが対象となった。継続

調査の結果，人工芝の漂着数は全漂着 MP 数の増

減に伴い変動し，常に全漂着 MP の 5 ～10％程度

を占めていた。平塚海岸の荒天時調査では，全漂

着 MP 数が大きく増加した際にも，人工芝の MP

数の割合が大きく変動することはなかったため，

平塚海岸に漂着する人工芝は，定常的に河川から

流出しているものであると思われる。 

ただし，過去の別地点の調査では，荒天時にお

いて漂着数が大きく増加するケースもあった 22)

ため，今後は河川の影響が大きい大雨後，また更

なる台風後調査などの調査を追加で実施するこ

とで，人工芝の MP の詳細な挙動が明らかになる

ものと思われる。 
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３．５．２ 被覆肥料殻 

被覆肥料殻も形態からの判別が容易な MP の一

つであり，発生源が明らかであることから，当セ

ンターでも被覆肥料殻のみを対象とした特定調

査を過去に実施している 23）。平塚海岸での継続調

査時期は，大量の被覆肥料殻が流出する代掻き付

近の時期であるが，漂着数は年によってまちまち

であった。また代掻きの時期ではない荒天時調査

においても全く確認されなかった年もあれば，比

較的大量の被覆肥料殻が見つかった年もあった。

当センターにおけるこれまでの被覆肥料殻調査

において，被覆肥料殻の漂着数については代掻き

の時期と調査時期との間隔に依存すると結論付

けており 15），漂着数の変動は代掻きのタイミング

のずれが主たる原因と思われる。また，代掻きの

時期ではない時期にも被覆肥料殻が見つかるこ

とから，一度河川から流出した被覆肥料殻はすぐ

に海岸に漂着するわけではなく，時間をかけて海

岸に漂着することも考えられる。また，従前の調

査では県内の被覆肥料殻の主たる発生源は県西

部の酒匂川であることを確認 13)しているため，代

掻きの時期ではない時期に被覆肥料殻が確認さ

れる原因としては，県西部から大量流出したもの

が，荒天等をきっかけに平塚海岸に流れ着いた可

能性も考えられる。 

 

３．５．３ ペレット 

ペレットは一次 MP の代表例であり，当センタ

ーにおいても，吸着した化学物質の調査等，様々

な観点から調査を行っている。継続調査における

樹脂ペレット数は，全 MP の約 3％程度で安定し

ているようにも見受けられたが，2023 年のように

突発的に増加する調査年もあった。従前の調査を

通じ，平塚海岸のペレットについては，年間を通

じて他地域と比較すると漂着数が多いことが分

かっており，相模川等の河川の流域にある工業地

域からの漏出が疑われると結論づけているが 15），

現在もペレットの定常的な漏出は続いているこ

とが確認できた。また，荒天時調査については，

2017 年の漂着数は継続調査と大きく変わらない

結果が得られたものの，2024 年の調査では漂着数

は増加するという結果が得られた。 

漂着したペレットの着色状態を定量的に分類

することは難しいが，本継続調査を通じ，平塚海

岸に漂着するペレットは調査開始時から継続し

て新品樹脂ペレットに近いものから完全に黄変

したものまでさまざまな状態のものが漂着して

おり，何れかの状態に偏ることはなかった。ペレ

ットは劣化によって黄変が進行する 3)ため，継続

調査，荒天時調査で漂着したペレットの一部は，

長期間に亘り何れかに滞留したのちに海岸に漂

着していることは明らかであり，また滞留する箇

所としては従前の報告のとおり相模湾内が推測

される 15)。 

また，本継続調査におけるペレットの漂着数の

変動理由は現状では不明であった。今後について

は，河川 MP 調査や相模湾内の漂流 MP 調査等の

結果などを勘案することで，ペレットの流出経路

の詳細が明らかにできるものと思われる。 

 

３．５．４ 極小ポリスチレン球 

ビーズクッション封入材であると思われる極

小ポリスチレン球は，過去の他地点における海岸

漂着 MP 調査において大量漂着が確認された後に

ほぼ消失することが確認されているため，不定期

に大量排出されたものと考えられている 15)。しか

し，平塚海岸における継続調査においては大きな

変動はなく，全漂着 MP 数に対し常に約 1～2 割

程度の漂着が確認された。また，荒天時について

は，既に 3.1 に記載したとおり，漂着数の増加及

び全漂着 MP に対する割合が増加（約 2～4 割）す

る傾向が確認された。 

極小ポリスチレン球の長軸長さは短く，PS 材質

（発泡 PS）の MP であるため，3.1 に記載した「PE

や PP 等の MP とは異なる挙動を取る可能性があ

る」MP の代表例であると言える。不定期に大量

排出されることが想定されているにも関わらず，

常に一定数の漂着が確認されていること，また PE

や PP とは異なり，長軸長さが短くとも沖合に流

出しにくい挙動を取る可能性があることが想定

されていることから，河川や海岸近くで大量流出

した極小ポリスチレン球は，海岸付近に広がるも

のの沖合にはあまり流出せず，長期間に亘って海

岸付近に留まり続け，海岸への漂着と流出を繰り

返している可能性がある。ただし，他地点の過去

調査において極小ポリスチレン球の消失も確認

された経緯を鑑みると，こうした発泡 PS の特異

的な挙動については平塚海岸特有のものである

ことも想定される。そのため，極小ポリスチレン

球特有の実態をより詳細に調べるためには，他地

点における継続調査や，調査頻度を上げた海岸漂

着 MP 調査を行う必要があると考えられた。 
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また，極小ポリスチレン球の漂着数は，全漂着

MP 数の増減とはあまり相関がなく，荒天時には

漂着数が増大する傾向があった。荒天時に増加す

る理由については，3.1 で述べたとおり沖合に滞

留していた MP の影響が想定される。 

 

４ まとめ 

 神奈川県の平塚海岸において 2017 年から 2024

年まで漂着 MP の継続調査を実施した結果，平塚

海岸に漂着する MP には，以下の特性があること 

が分かった。 

(1) 平塚海岸に漂着する MP には日常生活で多く

使われている PE，PP，PS の材質が満遍なく

存在し，長軸長さにも大きな偏りはない。 

(2) PS 材質（発泡 PS）の MP については，長軸長

さが短いものが多く存在すること，また荒天

時に個数密度が増大することから，PE，PP と

は異なる挙動を取る可能性が示唆された。ま

た，海岸近くに長く滞留している可能性も示

唆された。ただし，特に滞留する挙動につい

ては平塚海岸に特有のものである可能性があ

る。 

(3) 漂着 MP の個数密度の増減には，各種天候条

件のほか海岸清掃の実施時期など，複数の要

因が影響しているものと考えられた。 

(4) 漂着する MP の形状に関しては，破片状のも

のが大多数を占める一方，河川・河岸堆積物

調査で確認されるフィルム状や繊維状の MP

は海岸には殆ど漂着しない。 

(5) 密度が高い材質の MP については，海岸調査

では殆ど確認されなかった。 

(6) 河川から流出した一部の MP は，形態及び材

質によっては海岸に漂着せず，河川や近海に

沈降しているか，または海洋へ流出している

ことなどが想定された。 

(7) MP の発生源によっては，定常的な河川からの

流出が想定されるものもあれば，突発的な大

量流出が想定されるものもあると考えられた。 

(8) 海岸漂着する MP の一部には，海岸の近傍の

みならず，他の地域から流出し，沖合で滞留

したものが含まれる可能性もあると考えられ

た。 

(9) ただし，本継続調査では，1mm 未満の微小サ

イズの MP について全て回収できていないこ

とが想定されるため，粒径サイズによっては

別の特性がある可能性も想定される。 
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